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• 約1000haのキャッサバ生産地を対象として関与する農家を従来の土
地消耗型生産体系から環境再生型栽培体系に変革

• カーボンクレジット創出に向けた知見・技術パッケージを構築

１万ヘクタールのキャッサバ産地が環境再生型農法に転換され、土壌貯留され
た二酸化炭素量が日本のクレジットとしてカウントされる。

持続可能なデンプンサプライチェーンのためのスマー
トカーボンファーミングの構築によ るキャッサバ生産
体系の変革プロジェクト

研究課題名

信濃卓郎（北海道大学）研究代表者名
（所属機関）

令和6年6月1日〜令和12年3月31日研究期間

ベトナム社会主義共和国／土壌肥料研究所、農業
遺伝学研究所、ベトナム国家大学ハノイ校工科大学

相手国名／主
要相手国研究
機関

目標13, 12, 15関連するSDGs

プロジェクト目標

上位目標

・地球規模の気候変動枠組みへの活用（例：JCM)

・日本企業による成果の事業化

・原材料としてのキャッサバスターチの安定供給

・Scope3での削減手法の提供

日本政府、社会
、産業への貢献

・生産現場における環境再生型農法の標準化

・カーボンクレジット創出による社会課題解決手法の確立

科学技術の発
展

・土壌炭素蓄積量測定技術パッケージ

・キャッサバ産地に適応した環境再生型農業体系

・デジタル・カーボン・マッピングツール・アプリ

知財の獲得、国
際標準化の推
進、遺伝資源へ
のアクセス等

・カーボンクレジット創出に向けた実務的な知識と経験を兼ね
備えた人材の構築

・科学技術による幅広い課題解決型研究者の育成

世界で活躍でき
る日本人人材
の育成

・リモセン技術の活用による土壌炭素蓄積量測定技術の構
築

・行政機関や民間セクターとのパートナーシップの構築

技術及び人的
ネットワークの
構築

・土壌炭素蓄積量測定技術パッケージ

・キャッサバ生産に対応した環境再生型農業技術プロトコー
ル

・デジタル・カーボン・マッピングツール・アプリ

・フィージビリティスタディの成果報告書

成果物（提言書、
論文、プログラ
ム、マニュアル、
データなど）

成果の波及効果

環境再生型農法が相手国内の農業政策として採用され、JCMなどのカーボン
クレジットプロジェクトが適用される。

成果目標シート

1

公開資料

選抜した炭素資
源の炭素貯留能
の評価

土壌炭素貯留
にかかわる形質
を持つキャッサ
バ3品種の選定

キャッサバ栽培
地に適したカバ
ークロップ5品種
の選抜

土壌炭素ストッ
クとして利用す
る地域の非生物
炭素資源の確
定

従来法とリモセ
ン技術等を統合
した土壌炭素量
の測定手法の
検証とプロトコル
化

土壌炭素量測
定試験圃場の
構築と炭素など
の初期値の測
定

技術パッケージ
の検証と並行し
た土壌炭素量の
測定とモニタリ
ングと検証
（フィージビリテ
ィスタディ）

環境再生型農業
技術パッケージ
の構築

種々の栽培手
法を検証可能な
パイロットファー
ムの構築

カーボンクレジッ
トプロジェクトの
実施戦略の策定

スターチサプラ
イチェーンのス
テークホルダー
のためのデジタ
ル・カーボン・マ
ッピングツール
の開発

周辺キャッサバ
20農家への環
境再生型農法と
カーボンファーミ
ングの研修

非生物・生物
炭素資源の選定

土壌炭素蓄積量
測定技術パッケージ

の作成

環境再生型農業
体系の構築

キャッサバ環境
再生型農法の
社会的実践


